
【分子栄養学特論演習】評価ルーブリック  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 

 

A（100 点） 

 

B（80 点） 

 

C（60 点） 
D（１つでもあて

はまれば不合格） 

分子栄養学に関

連する研究内容

や最新の情報を

収集することが

できる（A-1) 

分子栄養学に関

連する研究に関

する分野に広く

興 味 関 心 を 持

ち、自ら最新の情

報を収集するこ

とができる。 

分子栄養学に関

連する研究に関

する分野に興味

関心を持ち、自ら

情報を収集する

ことができる。 

教 員 の 指導のも

と、分子栄養学に

関連する研究の情

報を収集すること

ができる。 

分子栄養学に関

連する研究に関

心を持てず、情

報を収集するこ

とができない。 

課題解決に向け

て、分子栄養学的

な研究手法を用い

た応用の提案と考

察ができる(A-1) 

本質的な課題を

見出し、その解

決に向けて、分

子栄養学的な研

究手法を用いた

応用について、

自ら深い思慮の

もとに提案と考

察ができる。 

課題を見出し、

その解決に向け

て、分子栄養学

的な研究手法を

用いた応用につ

いて提案と考察

ができる。 

教員の指導のも

と、課題解決に

向けて、分子栄

養学的な研究手

法による提案と

考察ができる。 

課題解決に向け

た分子栄養学的

な研究手法の提

案と考察ができ

ない。 

情報収集した内容

や、自身が考案し

た研究方法につい

て、プレゼンテー

ションすることが

できる(A-1) 

広く情報収集し

た内容と、緻密

で深い思慮のも

とに自身で考案

した研究方法や

課題解決案につ

いてプレゼンテ

ーションするこ

とができる。 

情報収集した内

容と、自身で考

案した研究方法

や課題解決案に

ついてプレゼン

テーションする

ことができる。 

教 員 の 指導のも

と、情報収集した

内容に基づいて

考案した研究方

法や課題解決案

についてプレゼ

ンテーションす

る こ と が で き

る。 

研究方法や課題

解決案の考案と

それに関するプ

レゼンテーショ

ンができない。 

 


